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市
内
の
各
地
で
、
人
口
の
減
少
・
流
出

に
よ
り
空
き
家
が
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
劣
化
は

想
像
以
上
に
早
く
進
行
し
、
１
年
も
放
置

し
て
お
く
と
大
規
模
な
修
繕
が
必
要
と
な

り
、
再
生
も
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
都
市
部
に
住
ん
で

い
る
人
の
中
に
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
暮

ら
せ
る
地
方
へ
の
移
住
や
定
住
、
２
地
域

居
住
な
ど
を
考
え
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ

る
と
と
も
に
、
原
発
事
故
の
影
響
で
福
島

県
か
ら
空
き
家
を
探
し
て
い
る
方
の
相
談

も
数
件
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は

空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

本
市
へ
の
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
窓
口

等
で
の
情
報
提
供
を
行
い
、
条
件
に
合
う

空
き
家
物
件
が
あ
れ
ば
現
地
を
案
内
し
、

所
有
（
管
理
）
者
と
の
橋
渡
し
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
い
う
「
空
き
家
」
と
は
、
貸
家

（
ア
パ
ー
ト
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
等
）を
目

的
と
し
た
も
の
で
な
く
、
常
住
す
る
者
が

い
な
い
住
宅
（
住
宅
以
外
の
建
物
で
あ
っ

て
、
住
宅
に
改
造
す
る
も
の
を
含
む
）
を

い
い
ま
す
。

　

ま
た
茨
城
県
や
県
北
地
域
の
７
市
町
、

民
間
企
業
が
出
捐
し
て
組
織
す
る
財
団
法

人
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
と
も
連

携
・
情
報
共
有
し
、
県
北
地
域
に
都
市
部

住
人
の
多
く
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
だ
か

ら
こ
そ
、
一
方
で
は
不
要
な
も
の
も
、
も

う
一
方
で
は
必
要
な
も
の
に
な
り
得
る
場

合
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

空
き
家
の
取
り
扱
い
に
お
困
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　これらの助成事業は１回限りの交付となります。
　また、物件の損傷の程度等により取り扱いをご遠慮させていただく場合もありますのでご了承ください。
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※対象となる地域は、大宮・山方・美和・緒川・御前山地域の全部です。
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　空き家内に残る家財の整理や清掃のほか、障子やふすまの張り替え等の経費。
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※対象となる地域は、大宮地域の一部（東野、上大賀、岩崎、辰ノ口、三美、
西塩子、北塩子、照田）及び山方・美和・緒川・御前山地域の全部です。
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　空き家を賃借または購入し、機能及び環境
向上のために修繕した場合に交付。

交付対象者：借主または買主
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　空き家を市外からの転入者に賃貸または売
買した場合に交付。

交付対象者：貸主または売主

し
ゅ
つ 
え
ん
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移住された方の声移住された方の声
実際に

　長谷川さんは、平成22年度に常陸
大宮市下檜沢の空き家を購入し移住
されました。

長谷川浩美さんにインタビュー長谷川浩美さんにインタビュー
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Ａ１　移住地にて飲食業を営んでいます。夫婦二人で営む小さなレストランです。
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Ａ２　以前から「田舎暮し」をしたかったため、時間をかけて物件を探していましたが、ここは、都心部に比較
的近い割には、想像以上に里山の風景が見て取れたことと、物件を紹介してくださった方が、親身になっ
て移住後の生活プラン等のアドバイスをしてくださったこと、地域の方々にも快く接していただいたおか
げで、この地で暮らす気持ちになりました。
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Ａ３　多少の不便さはあるものの、都市部と違い、夜の静けさのなか眠りにつき、小鳥のさえずりで目を覚ます
毎日。四季の移り変わりが感じられ、自然の営みの素晴らしさを実感していますし、毎日やることが多く、
充実したに田舎暮らしを楽しんでいます。
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Ａ４　夜明けと共に起床して、予約がある場合は仕込みに入り、無い場合は家の手直しや、庭木の手入れ、裏の
畑での野菜作りをして一日を楽しく過ごしています。
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Ａ５　目的をもって移り住むことは大切ですが、考え過ぎても次の一歩が踏み出せなくなります。ある程度希望
や条件が整ったら、決断し実行することをお勧めします。

－ご協力ありがとうございました。－
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